












 

まえがぎ 

 われわれが好むと好まざるとに関係なく,生活環境あるいは作業環境から受

ける化学物質は質的にも量的にもますます増大しつつある。そのような状況の

中にあって,それぞれの物質の持つ遺伝的有害性とその度合の評価は緊急かつ

重要な課題である。また一方,多くの生活環境物質に体細胞突然変異も含めた遺

伝的有害性が指摘されるようになり,化学物質の遺伝的有害度を総合的に評価

するに当り,対応する側の遺伝的素因と,それら両者の作用関係もまた重大な問

題となってきた。 


